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初回訪問で大切にしていることは
何ですか？

解決できることは解決すること。
まずは、症状緩和です。



初回訪問でここまで苦しみを聴くことが
できるのですか？

できます︕
信頼関係の構築に時間は関係ありませ
ん。苦しんでいる人は自分の苦しみをわ
かってくれる人がいると嬉しい。
わかってくれる人にあるための聴き方。
反復、沈黙、問いかけ、という援助的コ
ミュニケーションの技法を用いる。



解決ができない苦しみを訴えられた時、
どうしますか？

解決できない苦しみの多くはスピリチュ
アルな苦しみ。
反復と沈黙を用いて、苦しんでいる人の
話を丁寧に聴く。
苦しんでいる人は自分の苦しみをわかっ
てくれる人がいると嬉しい。



援助的コミュニケーションの一つである
沈黙の意味とは何ですか？

よいことを言おうと思う時、ついつい相
手の沈黙を待てなくて、励ましたり、勇
気づける言葉を伝えたくなったりする。
人は大切なことを話すときにはエネルギ
ーを必要とするため、時間が必要。
沈黙がないと、何か言いかけた思いが、
急にしぼんでしまい言い出せなくなる。
私は待つことに徹します。
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＜参考＞「沈黙」と「間」



援助的コミュニケーションの一つである
問いかける時のポイントは何ですか？

信頼関係が構築されていることが条件。
その上で注意すべきことは、相手の話の
内容が悪い結果である可能性がある。
私たちは「聴く」心の準備をしておく必
要がある。



『解決できない訴え』が続いた時、どの
ように対応していますか？

まずは話を聴き、希望と現実の開きであ
る苦しみは何かを考える。
そして、次に、支えは何かを考える。
ここで少しだけ解説︕
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苦しみの構造



達也とお母さんと
離れたくない。

お母さんに迷惑を
かけている。

希望：自分でできることはやりたい
現実：自分でできない

希望：お母さんの役に立ちたい
現実：お母さんに迷惑をかけている

自分でできることはや
りたいけどできない。

希望：達也とお母さんと離れたくない
現実：旅立ちが近づいている

舞子さん

舞子さんの苦しみ



病状が進む舞子さん。
私たち援助者がすべきことは何でしょう
か？

最期まで役割を与え、患者さん・家族さ
んを支えること。
舞子さんの母としての役割を取り上げな
い。負担のないようなやり方を提案する
など、最後まで支えるのが私たち援助者
の務め。



ご清聴ありがとうございました。
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